
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
気
環
境
、
水

環
境
、
ご
み
減
量
、
緑
化
、
地
球
環

境
と
い
っ
た
分
野
に
わ
た
る
76
の
環

境
に
や
さ
し
い
取
組
項
目
の
中
か

ら
、
挑
戦
す
る
項
目
を
選
択
し
、
家

族
で
役
割
を
決
め
て
取
り
組
み
、
記

録
し
て
３
カ
月
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
１
年

間
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
家
庭
に
は

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
達
成
率
や
二
酸
化

炭
素
排
出
量
な
ど
、
複
雑
な
計
算
を

各
家
庭
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

中
の
自
己
採
点
、
光
熱
水
費
の
使
用

量
な
ど
を
記
入
い
た
だ
く
だ
け
と
な

り
ま
し
た
。

マ
イ
ホ
ー
ム
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
参
加

さ
れ
、
第
１
回
の
報
告
を
い
た
だ
い

た
家
庭
に
エ
コ
ワ
ッ
ト
（
写
真
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
先
着
順
と
し
、

受
領
さ
れ
た
家
庭
に
電
気
器
具
の
消

費
電
力
を
測
定
す
る
な
ど
モ
ニ
タ
ー

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

家
電
製
品
が
、
ど
の
く
ら
い
の
電

力
を
消
費
し
て
い
る
の
か
を
簡
単
に

測
定
す
る
機
器
で
す
。
使
用
方
法
は
、

エ
コ
ワ
ッ
ト
に
家
電
製
品
の
プ
ラ
グ

を
差
し
込
み
、
こ
れ
を
コ
ン
セ
ン
ト

に
差
し
込
み
ま
す
。
家
電
製
品
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
る
と
、
そ
の
消
費
量
に

応
じ
て
電
力
量
と
料
金
が
積
算
さ
れ

て
表
示
さ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
家

電
製
品
の
消
費
電
力
を
知
り
、
消
費

量
の
大
き
い
も
の
か
ら
省
エ
ネ
を
効

果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
で
生
活
環
境
課
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
細
な
資
料
を
送
付
し
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
様
式
「
マ

イ
ホ
ー
ム
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
宣
誓
書
」
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
環
境
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
２
）
へ
。

マ
イ
ホ
ー
ム
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は

参
加
者
に
は
エ
コ
ワ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

エ

コ

ワ

ッ

ト

と

は

河
野
立
夫
さ
ん
（
伏
見
台
・

77
歳
）
は
、
昭
和
24
年
に
大
阪

府
警
察
官
と
し
て
採
用
さ
れ
、

そ
の
後
、
34
年
間
に
わ
た
り
警

察
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
盗

犯
捜
査
や
暴
力
団
担
当
な
ど
刑

事
警
察
畑
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

特
に
、
警
察
の
捜
査
活
動
分

野
に
あ
っ
て
は
、
住
民
生
活
と

密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か
ら

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
適
正

な
捜
査
指
揮
と
そ
の
活
動
に
よ

り
、
多
く
の
事
件
を
解
決
す
る

な
ど
刑
事
警
察
業
務
の
職
務
を

全
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

河
野
立
夫
さ
ん
に瑞

宝
単
光
章

＜２＞広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成１６年( 2 0 0 4年)５月１日

春春
のの
叙叙
勲勲

▲エコワットの使用例

家
族
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

〜
マ
イ
ホ
ー
ム
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
参
加
者
を
募
集
〜

自治会名 自治会長 衛生委員 防犯委員 教育推進員　 農会長

原 上田政夫 平井　昇 ! 廣司 前　健策 辰己喜一

内馬場 鍋谷　將 野木達雄 野路　修 野路和浩 野木　勉

民田 佐古文洋 熊井　毅 福井敏之 "村直樹 辻　隆史

上阿古谷 仁部　勇 仲井邦彦 仲上　貢 池田清美 東尾美博

下阿古谷 福田眞澄 仲井　L 北中修一 井谷　守 岡田　光

北田原 小東泰崇 北上倫l 北上倫l 下坊辰雄 西角秀男

南田原 村山徹志 森中清宏 村山一郎 松原克彦 住野智章

北野 上田達雄 杉本直や 福田博一 福島文夫 東尾好文

紫合 紫合　修 西村政治 村田信雄 佐藤奈弓 村田昇次

柏梨田 福本恭三 西浦三郎 福田利行 福田善夫 高上吉之

上野 頭司祐生 倉田忠男 奥田　稔 福井勇雄 喜多　護

広根 田家貞雄 西本　昇 北山義和 三浪富夫 北山多$男

銀山 小野朝富 鈴木盛司 吉岡俊次 橋本光彦 小林　勉

猪渕 浅沼　浩 新宅惠輔 新家喜代次 福井　誠 %中國雄

肝川 仲間　滿 前田正昭 湯之上　昇 車　　宏 上東武司

差組 橋本太治郎 辰巳達彦 福田富夫 橋本　健 川上栄治

猪名川荘苑 簾下博久 ]野喜代美 山内順市郎 村井建司 －

猪名川台 神谷　進 牧野正利 聲元克明 川端　清 －

松尾台 合田共行 桝本信子 松浦　等 北林　M －

伏見台 藤田兵衛 上芝功博 木村巳智夫 河邉眞人 －

若葉 川西龍雄 岡嶋　茂 辻野香織 西山道雄 －

白金 坂井征雄 磯村久夫 安立征四郎 能地裕之 －

広根ﾆｭｰﾊｲﾂ 加地淳一 中村正之 1邊成泰 近藤俊彦 －

ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ東 伊藤康成 鮒子田真也 奥山敏也 上森慶一 －

つつじが丘 須賀原央子 勝本賢次 中川達雄 北田武寛 －

万善 宝住伸明 中元　進 西浦　渉 下條一弘 中才正志

槻並 前西　治 大島末夫 田中　登 水越　勇 田中敏夫

木津 川西　勉 小坂　保 川西　勉 小坂鶴男 中井　守

木津上 福井昌司 辰巳昌男　 中西　洸 林　一幸 辰巳M治

木間生 南　好輝 仲　唯芳 前西儀明 前西　均 仲　秀雄

杤原 福井浩二 2中貞夫 小林義典 岡　勝彦 前中明弘

林田 乾　義明 前西&應 西良　保 西良　保 大西冨二男

笹尾 杉村正己 和田　博 吉尾一夫 上田　稔 杉村悦治

清水 住田正利 谷本　泰 井上昭夫 奥野光博 安井一弘

清水東 真田昌幸 岡本一美 井上清隆 井上敏彦 岡本悦雄

仁頂寺 奥村眞事 中島雅子 中島雅子 奥村一夫 奥野繁信

島 上辻富雄 真鍋　威 井口　勝 m開重之 植村章夫

鎌倉 渡[泰周 中元登宇留 福井嘉孝 和田良子 中島　繁

杉生 森田清司 置山辰雄 森田鶴臣 森田雅夫 中尾照夫

西畑 西谷八郎治 荒井義晴 中尾壽雄 西村和子 森田M夫

柏原 平尾恒夫 森本　保 森本正克 森本　剛 森本廣司

万善荘 松田義勝 1森敬太郎 片岡義夫 1石司津 －

東山 高橋　實 郡　武茂 郡　武茂 山下博子 －

猪名川ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ 安倍至万樹 大森　茂 稲田　晶 柳光和志 －

旭ケ丘 矢藤義宏 塚本和男 倉藤壽雄 丸橋計介 －

尾花 河端清五郎 坂田　実 長久　睦 岡本正郎 －

ﾊｳﾃﾞｨ猪名川 東　健造 伊藤1義 伊藤1義 原　L明 －

川向 伊藤虎之助 上野信一 富永　昭 國戸靖彦 －

ｱｲﾃﾞｨﾀｳﾝ笹尾 田中　堯 南海孝一 坂本幸一 首藤和志 －

平成16年度

《
事
例
》
債
権
回
収
業
者
か
ら
、
有

料
サ
イ
ト
の
料
金
が
未
納
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
支
払
う
よ
う
に
と
携
帯

に
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
無
料
サ

イ
ト
は
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
覚
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
期
日
ま
で

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
回
収
に
自
宅

や
職
場
に
行
く
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。

《
回
答
》
全
国
的
に
事
例
の
よ
う
な

不
当
請
求
が
増
え
て
い
ま
す
。
請
求

を
受
け
た
人
に
は
、
ま
っ
た
く
身
に

覚
え
の
な
い
人
、
無
料
の
サ
イ
ト
は

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
、
ま
た
、

無
料
ポ
イ
ン
ト
内
で
利
用
し
た
人
、

利
用
し
た
が
精
算
は
済
ん
で
い
る
の

に
さ
ら
に
請
求
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

様
々
で
す
。

請
求
方
法
も
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
・

電
話
な
ど
色
々
あ
り
、
ハ
ガ
キ
・
封

書
の
場
合
は
、
初
め
の
頃
は
銀
行
の

口
座
も
書
い
て
あ
り
、
請
求
金
額
を

振
り
込
む
よ
う
に
と
の
内
容
で
し
た

が
、
最
近
で
は
金
融
機
関
の
口
座
凍

結
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
金
融
機
関

の
口
座
は
書
い
て
な
く
、
「
至
急
連

絡
す
る
よ
う
に
」
と
し
て
、
携
帯
電

話
番
号
が
数
件
書
い
て
あ
る
も
の
が

増
え
て
い
ま
す
。
業
者
の
特
徴
と
し

て
は
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
っ
て
い

る
場
合
が
多
く
、
入
金
ま
た
は
連
絡

が
な
い
と
自
宅
に
回
収
に
行
く
、
あ

る
い
は
、
裁
判
所
を
通
じ
て
給
料
差

し
押
さ
え
を
行
う
、
両
親
、
兄
弟
、

親
戚
、
職
場
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
な
ど
と
脅
し
文
句
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。
会
社
名
も
債
権

回
収
業
者
以
外
に
最
近
で
は
公
的
機

関
に
類
似
し
た
名
前
や
「
○
○
法
律

事
務
所
」
な
ど
と
い
う
名
称
を
か
た

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
対
処
法
】

①
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
根
拠
の

な
い
請
求
は
、
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。
一
度
支
払
う
と
次
か
ら
次

へ
と
請
求
が
続
き
、
高
額
化
し
ま
す
。

ま
た
、
一
度
支
払
っ
た
お
金
を
取
り

戻
す
の
は
困
難
で
す
。

②
業
者
に
こ
ち
ら
か
ら
電
話
や
メ
ー

ル
な
ど
で
連
絡
を
行
う
こ
と
は
、
電

話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の

個
人
情
報
を
相
手
に
知
ら
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
避
け
ま
し
ょ

う
。
業
者
か
ら
の
電
話
な
ど
に
は
き

然
と
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

③
無
料
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
広
告
に
つ

ら
れ
、
安
易
に
出
会
い
系
サ
イ
ト
や

ア
ダ
ル
ト
情
報
を
利
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
根
拠
の
な
い
支
払
い
を
し
た
場
合

や
脅
し
が
あ
る
場
合
は
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

疑
問
な
点
は
、
消
費
生
活
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
�
７
６
６
・
１
１
１
０
）

へ
。

＞153＜

不当請求「身に覚えのない請求」

支払ってはいけません

応

募

方

法

地球温暖化をはじめとする、環境問題に取り組むた
めには、住民の皆さんが環境に対する意識を高め、
日々家庭でのライフスタイルを見直すことが必要で
す。

このため町では、昨年５月からマイホーム環境ＩＳ
Ｏ制度を策定し、参加者を募集しています。今年度か
ら参加者に対して、電気料金などを簡易に測定するこ
とができるエコワットを配布することとしました。

ご家庭でＩＳＯにチャレンジしてください。


